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短報

Yas¥lshi FUJIYOSHI 1982 Short Report: Disruption of Snowllakes in an Electric Fielcl 

LozJ'"Tem.perature Science， Ser. JI， 41. 

強電場下での雪片の破砕*

藤吉康志

(低温科学研究所)

(昭和 57年 10月受漂)

I.序

帯電した水滴や帯電していない水滴が，強電場下で破砕すること，及び，電場をかけること

によって氷品同士の併合が増進することについては， これまで詳しく研究がなされてきた1-7)。

一方，著者は，強い静電場が，天然の雪方の破砕にも重大な効果を及ぼすことを見出したので

以下に報告する。

n.結果

静穏状態で，樹枝状結品からなる雪片が，摩擦して帯電させたプラスチック板の近傍を落

下すると，大部分の雪片は空中で破砕し(第 1図a，b)，部の雪片はプラスチック板の方に引

(a) (b) 

第 1図 (a)，(b) 落下中のiWJiのストロポ写真。照明間隔は 1/30秒である。関中矢印は，摩擦帯電
したプラスチック板 (A)の近傍を雪Jlー泊、通過した際に，安 !lが{政砕Lたことを示

している。宝乃は， コントラストをつけるため，向く主主ってある
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第2図第 l図と 1ft]じ。初、し，ヨミ!;:土
被砕せず，プラスチック板(A)
の方iこひ'!つけられている

藤吉康志

トー一→
5mm 

第 3~ 紋liJ，"Lた雪J:の咳写写真

きつけられた(第2凶j。後者の雪片は，吉iJ者の雪片と

比べて粒径が小さめであった。電場日lを使って，プラ

スチック仮上の電荷の符号を調べると負であった。こ

のことから，前者の雪片は負に，後者の雪片は正に布;

電、或いは無帯電であったことが示唆される。

雪片は破砕する!風雪片全体が粉々に砕ける場合

と，大きく:つに割れ，問時に数多くの細片が生ずる

場合とがある。この細片は小さ過ぎて第 1園 a，bに

は写っていないので，第 3図に細片の接写写真を示す。

プラスチック板を摩擦するという方法では，電場の強さをコントロールすることはできな

かったので，雪片の破砕が起こる臨界電場強度を決定することはできなかった。しかし，雪片

は，プラスチック板から約 10cm離れた場所:で、破砕しており，電場計な使ってこの地点の電場

強度を測定すると，約 160kV/mであったので，少くともこの位の強さの電場の下で雪片は破

砕することが分った。この値は，水摘が破砕する臨界電場強度(直径2mmの水滴で約 1000

kV/m)と比べて小さく，雪)十は水滴よりも低い1:有界電場強度を持ーっと考えられる。

雪片が破砕する原因は，プラスチック板上の電荷と，雪片上の誘導電荷をも含めた電荷と

の間に働くグーロン力が主であろう。 Magonoand Sekiya8)は， クーロンカが強い場合には，

霜の校先がちぎれたと報告している。興味深いことは，雪片全体が粉々に砕ける場合や，雪片

が大きく二つに割れる場合でも， 同時に数多くの細片が生ずることである。 川聞の雪結品

片ではなし、)を，帯電していないプラスチック板で静かに受けると，雪結晶は砕けないが，摩

擦帯電したプラスチック板で受けると，粉々に砕けた。これらの事実は，樹校状結晶の枝問j二

が絡み合った場所で，ひきちぎられる形でのみ雪片の破枠が生ずるのでは無く，校自体が砕け

ている可能性を示唆するものである。

電場下での雪片の砕け易さは，雪片上の電荷量，濡れ具合，構成する雪の結晶などによっ

て異なるであろう。この雪片の破砕現象は，破砕によって雲内の氷品数が増加したり，雲内で

の電荷発生や分離とも関係し，今後より詳しく研究を行なう必要があろう。
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